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千
世
の
古
道
跡
と
め
て
。
〳
〵
。
又
露
分
く
る
袂
か
な
。

是
は
花
山
の
僧
正
遍
昭
に
て
候
。
さ
て
秋
も
半
に
成
り
候

へ
ば
。
嵯
峨
野
の
あ
た
り
へ
打
越
。
草
花
を
眺
め
ば
や
と

存
じ
候
。

霧
分
く
る
袖
も
匂
ふ
や
咲
く
花
の
。
数
色
添
ふ
る
面
白
や
。

糸
薄
よ
り
懸
け
繫
げ
飛
ぶ
駒
の
。
足
も
し
ど
ろ
に
。
い
さ

む
ら
ん
。
や
。
言
語
道
断
。
落
馬
を
致
し
て
候
は
い
か
に
。

な
ふ
〳
〵
御
僧
。
御
身
は
落
馬
を
な
さ
れ
候
か
。
あ
ら
笑

「「「「「「「

ワ
キ
次
第詞

一
声

シ
テ
女

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

止
や
候
。

さ
ん
候
詠
に
続
く
花
故
に
。
前
後
を
忘
れ
思
は
ず
も
。
あ

や
ま
ち
仕
り
候
よ
。

実
に
〳
〵
花
に
心
を
う
つ
し
。
家
路
を
忘
る
ゝ
者
も
あ
れ

ば
。
御
落
馬
有
る
も
道
理
な
り
。
そ
れ
に
つ
き
御
僧
は
。

花
山
の
僧
正
遍
昭
と
て
。
名
に
し
負
う
た
る
御
方
な
れ
ば
。

今
の
有
様
御
詠
歌
に
承
り
た
く
候
。

誠
に
是
は
然
る
べ
し
と
。
折
か
ら
な
れ
や
花
ゆ
ゑ
に
。
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馬
よ
り
落
ち
し
事
な
れ
ば
。
其
有
様
を
大
和
歌
に
。

連
ね
て
み
れ
ば
。

名
に
愛
で
て
を
れ
る
ば
か
り
ぞ
女
郎
花
。
〳
〵
。
我
落

ち
に
き
と
。
人
に
語
る
な
花
心
。
草
木
心
な
け
れ
ど
も
。

春
秋
分
き
て
色
見
す
る
。
所
は
嵯
峨
野
な
る
。
さ
が
な
き

事
と
お
ぼ
す
な
よ
。
只
名
に
愛
で
し
ば
か
り
な
り
。
〳
〵
。

実
に
浅
か
ら
ぬ
言
の
葉
の
。
名
に
愛
で
来
た
る
我
ぞ
か
し
。

名
に
め
で
来
る
我
ぞ
と
は
。
そ
も
や
い
か
な
る
人
や
ら
む
。

「「「「「「「「「「
シ
テ

ワ
キ地

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ地

ワ
キ
詞

吾
は
誠
は
此
あ
た
り
。
く
ね
る
姿
ぞ
女
郎
花
。

な
べ
て
な
ら
ざ
る
御
方
に
。

詞
を
か
は
し
申
さ
ん
と
。
仮
に
顕
れ
参
り
た
り
。

露
け
き
秋
の
野
辺
な
が
ら
。
爰
に
一
夜
ま
し
ま
さ
ば
。
名

に
め
で
そ
め
し
花
衣
。
返
す
袂
の
舞
を
舞
ひ
。
歌
を
謡
ひ

て
御
僧
に
。
又
こ
そ
ま
み
え
申
さ
ん
と
。
夕
霧
も
立
隠
す
。

千
種
の
蔭
に
失
せ
に
け
り
。
〳
〵
。

扨
は
女
郎
花
の
精
仮
に
顕
れ
。
詞
を
か
は
す
不
思
議
さ
よ
。
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是
又
和
歌
の
徳
な
れ
ば
。
猶
も
奇
特
を
見
る
や
と
て
。

月
に
伏
す
嵯
峨
野
の
秋
の
草
枕
。
〳
〵
。
袖
を
片
敷
き
夜

も
す
が
ら
。
花
の
あ
た
り
に
仮
寝
す
る
。
〳
〵
。

い
に
し
へ
の
。
秋
に
も
越
え
て
嵯
峨
の
山
。
裾
野
の
月
は

影
も
曇
ら
ず
。

秋
深
き
野
辺
の
萩
原
露
さ
え
て
。
過
ぎ
行
く
花
の
気
色
か

な
。

不
思
議
や
見
れ
ば
月
影
に
。
か
ゞ
や
く
ば
か
り
美
は
し
き
。

「「「「「「「
地

後
シ
テ
一
声地

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

女
性
の
け
し
き
こ
と
な
る
は
。
い
か
な
る
人
に
て
ま
し
ま

す
ぞ
。

問
ふ
ま
で
も
な
し
花
衣
の
。
我
ゆ
ゑ
露
に
臥
給
は
ず
や
。

疎
に
問
は
せ
給
ふ
物
か
な
。

扨
は
早
。
先
に
見
初
し
女
郎
花
の
。
花
の
精
に
て
渡
り
給

ふ
か
。

中
々
の
事
草
も
木
も
。
皆
大
君
の
国
な
れ
ば
。
い
づ
く
も

同
じ
秋
の
野
の
。
非
情
の
精
も
時
を
得
て
。
人
に
は
ま
み
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え
申
す
な
り
。

小
男
鹿
も
妻
と
ふ
時
に
成
に
け
り
。
〳
〵
。
嵯
峨
野
の
花

の
下
紅
葉
。
色
に
出
で
め
や
花
衣
。
か
さ
ね
て
返
す
遊
楽

の
。
秋
の
調
べ
ぞ
妙
も
な
き
。
〳
〵
。

秋
は
ま
づ
。
都
の
西
を
尋
ぬ
れ
ば
。

嵯
峨
野
の
花
ぞ
。
咲
初
め
け
る
。
舞
ア
リ

咲
初
て
。
い
く
日
も
あ
ら
ぬ
女
郎
花
。

う
し
ろ
め
た
く
も
風
に
散
ら
む
。

「「「「「「「
地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

散
ら
す
る
風
に
。
囲
へ
や
か
こ
へ
。

花
の
八
重
垣
。
八
重
垣
こ
む
る
出
雲
路
や
。
神
代
も
聞
か

ぬ
錦
を
野
辺
に
。
折
か
け
衣
の
。
袂
も
か
ざ
し
も
。
色

め
く
ば
か
り
の
。
分
野
か
な
。
か
く
て
夜
も
更
け
風
さ
え

て
。
草
葉
も
玉
の
宿
り
な
る
。
露
の
光
も
暗
か
ら
ぬ
。
月

も
傾
ぶ
く
西
の
空
。
山
の
端
く
ら
く
成
る
ま
ゝ
に
。
是
ま

で
な
り
と
遊
楽
の
。
か
さ
ね
て
返
す
小
忌
衣
。
花
の
か
ざ

し
の
し
ほ
〳
〵
と
。
露
け
き
床
に
隠
れ
け
り
。

89



底
本
：
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョン
『
古
今
謡
曲
解
題
』
丸
岡
桂 

著

『
新
謡
曲
百
番
』
佐
佐
木
信
綱 

校

10


